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田 中 節 雄
発達成長を目指そうとすればまさに「教養教育」という教育活動が成立する必然性がある
ということだ。逆に言えば，教養が「直接に有用な職業技術という狭い目的から解放され
ている」ことは，それが個人の全面発達につながり，社会的には職業によって分断された
人間関係の再結合を促す力があるからこそ意味がある。現実の教養がその逆の作用を行っ
ていることが事実だとしても，個人の「全面的な発達」や社会の「分離の克服」のために
は改めて本来の教養が追求されるべきだ，と勝田は考えた。そしてその役割を担うのが学
校なのである。
さて，では勝田が言う本来の教養の学習は現代社会においては具体的にはどのような形
をとるべきなのか。勝田の考える「文化的価値」とは，より具体的には何を意味している
のか。
実は，勝田自身，この問いに対して正面から答えを与えていない。せいぜい次のように
述べているだけである。
先にのべたように，科学と技術は，その有用性によって，高い地位を占めるようになっ
てきたが，それとともに，科学は単に実用のためでなく，人間に広い科学的な思考能力，
合理的精神の基礎を育て，現代をきずきあげた新しい要素によって，子どもたちに，現
代に生き，社会を進歩させる力を養う教養的（陶冶）価値を確保してきた。……
私たちは，……，科学が一般教養として占める地位をますます高く評価しなければな
らない。（155）
科学が現代社会の文化の中心的なものであることは勝田にとっては自明なことだったの
かもしれない。また，「文化」と言えば，「学問」や「芸術」と同義語であり，それ以上に
細かく内容を規定する必要はないと勝田は考えたのかもしれない。だから「文化的価値の
内面化」といったとき，「そこで言われている文化的価値とはそもそも何か？」などとい
う問いそのものが勝田には不要な問いだったのだろう。
しかし，「教養の貴族主義」を克服して新しい教養を構想しようとするならば，「文化的
価値とは何か」とか「文化的価値とは〈学問〉や〈芸術〉のことである，と言ってはたし
ていいのだろうか」という問いこそがまず提起されるべき問いではなかったか。「学問」や
「芸術」を「文化」と同値とするような文化観こそが批判的に検討されるべきだったと私に
は思われる。
職業に結びついた狭い実用から離れた「文化」（＝人間が生み出した多様な思考様式・行
動様式）を学び身に着けることによって，人間のあらゆる面での発達を促し，その可能性
の開花に寄与する。そのような働きかけが学校の役割であるという勝田の学校観にはほぼ
共感できる。だからこそ，そのような人間の全面的な発達を促す活動を「科学の学習」の
ような人間の認識的活動（観照的活動）に限定することなく，「遊び」「労働」「対人関係」
など，より多様な人間の活動のあり方を視野にいれてほしかった。
勝田の文化観は確かに「貴族的」なものではなかったかもしれないが，やはりヨーロッ
パ大陸の伝統的な文化観に近く，彼が「文化」と言うとき，その中に入るのは，「学問」や
「芸術」など「世俗から離れたもの」「高尚なもの」だけだった。世俗の世界におけるあら
ゆる人間活動に関する「思考様式・行動様式」を文化と捉える英米社会的な文化観に立て
勝田守一の学校論 １
─ ─123
ば「文化」に数えられる「遊びの文化」「非行の文化」「労働の文化」「人間関係の文化」「ラ
イフスタイルの文化」などは勝田にとって文化ではなかった。その意味では勝田の文化観
は「非生活的」なものであったことは否定できないのではないだろうか。
注
１）他にも，岩波全書のために執筆されたが未発表に終わった「学校とは何か」（1953–1955執筆）
という著作があるが，これは勝田の死後，大田尭らによって編集刊行された『教育と教育学』
（1970）に収められた。
２）本稿では，引用文の末尾に付した数字はいずれも『勝田守一著作集 第５巻 学校論・大学
論』（下記文献リスト05）の頁数である。なお，引用文中の点線部は省略箇所である。
３）教育の主要な機能の中には数えていないが，勝田は現実の教育の働きとして「人間の社会的
選抜」を挙げている。社会的選抜に関する勝田の議論については稿を改めて検討したい。
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